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二
〇
一
九
年
八
月
二
七
日
・
二
八
日
、
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
・
太
皷
谷
稲
成
神
社

所
蔵
『
日
本
国
地
理
測
量
之
図
』『
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
図
』、
津
和
野
町
郷
土
館
所

蔵
『
従
江
都
至
東
海
蝦
夷
地
針
路
之
図
』
の
調
査
を
行
っ
た
。
太
皷
谷
稲
荷
神
社
所
蔵
二

図
（
以
下
、
太
皷
谷
本
）
は
、
こ
れ
ま
で
伊
能
忠
敬
の
測
量
成
果
の
写
図
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
き
た（

１
）。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
絵
図
が
、
堀
田
仁
助
の
所
蔵
し

て
い
た
史
料
群
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
注
目
し
、
彼
の
測
量
成
果
と
の
関
係
か

ら
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
実
施
し
た
。

　

堀
田
は
津
和
野
藩
士
で
あ
り
、
江
戸
で
幕
府
天
文
方
渋
川
主
水
に
学
ん
だ
。
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
に
天
文
方
に
て
公
儀
暦
作
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
寛
政
一
一
年
（
一

七
九
九
）
に
幕
府
は
東
蝦
夷
地
の
仮
上
知
を
決
定
、
物
資
輸
送
の
た
め
航
路
を
開
く
こ
と

と
な
り
、
同
年
堀
田
仁
助
は
命
を
受
け
て
品
川
よ
り
出
帆
し
ア
ッ
ケ
シ
へ
赴
い
た
。
堀
田

は
天
体
観
測
に
よ
る
海
上
測
量
に
よ
り
関
東
・
東
北
・
蝦
夷
地
の
沿
岸
を
測
量
、
帰
路
は

測
量
を
行
い
つ
つ
陸
路
に
よ
り
江
戸
へ
戻
っ
た（

２
）。
堀
田
が
そ
の
成
果
を
絵
図
の
形
で
幕
府

へ
提
出
し
た
際
の
手
元
控
え
が
前
記
の
津
和
野
町
郷
土
館
蔵
図
で
あ
る
と
い
う（

３
）。

　

そ
の
翌
年
に
同
じ
く
蝦
夷
地
の
測
量
を
行
っ
た
の
が
幕
府
天
文
方
高
橋
至
時
門
下
で
あ

っ
た
伊
能
忠
敬
で
あ
る
。
寛
政
一
二
年
に
高
橋
は
蝦
夷
地
測
量
の
承
諾
を
幕
閣
か
ら
得

た
。
幕
府
は
当
初
堀
田
と
同
様
の
海
上
測
量
を
求
め
た
が
、
高
橋
と
伊
能
は
よ
り
正
確
な

陸
上
測
量
を
主
張
、
伊
能
は
同
年
江
戸
か
ら
ネ
ム
ロ
に
至
る
陸
上
測
量
を
実
施
し
た（

４
）。

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
伊
能
の
東
蝦
夷
地
測
量
は
そ
の
後
の
全
国
測
量
の
端
緒
と
な
っ

た
。
堀
田
に
よ
る
測
量
は
そ
の
伊
能
に
先
行
す
る
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
伊

能
に
比
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
堀
田
は
そ
の
後
文
政
九
年
（
一
八

二
六
）
に
津
和
野
へ
と
戻
る
が
、
そ
の
際
藩
主
に
献
上
し
た
伊
能
図
の
写
が
神
社
所
蔵
の

二
図
で
あ
る
と
さ
れ
る（

５
）。

　
『
日
本
国
地
理
測
量
之
図
』『
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
図
』
の
写
は
、
国
立
公
文
書
館
に

も
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

６
）。
両
地
図
に
は
複
数
の
写
本
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
伝
来
形
態
や
内
容
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
国
立
公
文
書
館
本

（【
図
１
】【
図
２
】。
以
下
、
国
立
本
）
に
着
目
し
た
い
。
以
下
の
調
査
記
録
の
後
半
に
、

国
立
本
と
の
相
違
点
の
概
要
を
箇
条
書
き
で
記
述
す
る
。
必
要
に
応
じ
、
そ
の
他
の
写
本

と
も
比
較
を
行
う
。

　

近
世
絵
図
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
杉
本
史
子
が
代
表
と
し
て
推
進
し
た
基
盤
研

究
（
Ａ
）「
地
図
史
料
学
の
構
築
―
前
近
代
地
図
デ
ー
タ
集
積
・
公
開
の
た
め
に
―
」（
二

〇
〇
六
年
度 

～
二
〇
〇
八
年
度
。18202015

）、
同
「「
地
図
史
料
学
の
構
築
」
の
新
展

開
―
科
学
的
調
査
・
復
元
研
究
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
二
〇
〇
九
年
度
～
二
〇
一
一
年
度
。

21242018

）
に
お
い
て
、
近
世
絵
図
に
初
め
て
色
材
の
科
学
的
調
査
を
導
入
、
ま
た
、
紙

継
・
紙
質
に
も
注
目
し
て
、
絵
図
を
内
容
だ
け
で
な
く
モ
ノ
と
し
て
も
分
析
す
る
視
角
を

位
置
づ
け
た
。
そ
の
成
果
は
、
杉
本
史
子
他
編
『
絵
図
学
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
一
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
国
絵
図
研
究
会
（
小
野

寺
淳
代
表
）
で
も
紙
の
厚
さ
や
紙
継
・
紙
質
に
注
目
す
る
調
査
方
法
が
標
準
化
し
て
い

る
。
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
伊
能
図
の
成
立
過
程
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（
平
井
松
午
代
表
。

二
〇
一
八
〜
二
〇
二
二
年
度
。18H

03603

）
で
は
、
色
材
に
つ
い
て
の
科
学
的
調
査
を

伊
能
図
に
つ
い
て
行
い
、
ま
た
書
写
時
の
針
孔
に
つ
い
て
高
精
細
画
像
で
可
視
化
し
た
デ

ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
射
水
市
新
湊
博
物
館
で
も
、
色
材
・

紙
質
を
含
む
絵
図
の
詳
細
デ
ー
タ
を
含
め
た
目
録
を
作
成
す
る
な
ど
、
絵
図
を
内
容
と
物

的
側
面
か
ら
と
ら
え
る
研
究
視
角
は
絵
図
研
究
に
定
置
・
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
図
を
高
精
細
撮
影
し
本
格
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
を
検
討

す
る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
暫

定
的
な
目
視
に
よ
る
観
察
記
録
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

史
料
紹
介
と
研
究

菊
地
智
博
・
杉
本
史
子
・
佐
藤
賢
一
・
瀬
戸
祐
介

江
戸
幕
府
天
文
方

堀
田
仁
助
関
係
絵
図
調
査
記
録
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【
図
１
】
国
立
本
「
日
本
国
地
理
測
量
之
図
」�

東
西
四
四
四
㎝
×
南
北
四
六
七
㎝

【
図
２
】
国
立
本
「
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
之
図
」�

東
西
二
二
四
㎝
×
南
北
二
六
六
㎝

【
日
本
国
地
理
測
量
之
図
】　　
　
［
請
求
記
号
］
特
〇
七
九

−

〇
〇
〇
一
［
冊
次
］
１

【
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
之
図
】　
［
請
求
記
号
］
特
〇
七
九

−

〇
〇
〇
一
［
冊
次
］
２

い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
同
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
を
利
用
。
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一　
『
日
本
国
地
理
測
量
之
図
』（
特
別
社
宝
三
二
号
、
島
根
県
指
定
文
化
財
）

　

絵
図
を
広
げ
た
と
き
の
大
き
さ
は
、
東
西
五
二
四
．一
～
五
二
五
．一
㎝
×
南
北
五
一

七
．六
～
五
一
八
．二
㎝
【
図
３
】。
現
在
は
木
箱
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
木
箱
の
な
か
に

は
、
帙
を
思
わ
せ
る
木
製
の
表
紙
・
裏
表
紙
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の
形
態
は
現
状

と
は
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

７
）。

　

本
図
は
、
手
書
彩
色
図
で
あ
り
、
中
央
に
「
日
本
国
」
が
描
写
さ
れ
、
そ
の
周
囲
を
関

連
記
事
が
取
り
巻
く
と
い
う
内
容
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
絵
図
全
体
を
取
り
囲
む
図
郭
は

手
書
き
だ
が
、「
日
本
」
を
と
り
ま
く
囲
み
記
事
は
、
枠
線
で
切
り
取
っ
た
記
事
が
紙
面

の
う
え
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
枠
無
し
で
各
国
要
地
の
緯

度
・
経
度
な
ど
を
記
し
た
記
事
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
後
掲
【
表
１
】・【
図
４
】）。

　
「
日
本
」
は
、
国
別
に
、
黄
色
、
緑
色
、
薄
紫
、
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
桃
色
、
紫
色

で
、
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
海
は
、
染
料
の
藍
と
思
わ
れ
る
青
色
の
ぼ
か
し
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
海
の
彩
色
に
は
筆
ム
ラ
も
み
ら
れ
、
本
図
が
、
正
式
の
清
書
図
で
は

な
い
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

本
体
の
紙
質
は
、
目
視
で
観
察
し
た
限
り
で
は
、
程
村
紙
に
似
て
い
る
。
現
状
で
は
、

後
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
裏
打
ち
が
紙
面
裏
面
全
体
に
施
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
国
地
理
測
量
之
図
』
は
、
伊
能
図
の
最
終
図
上
呈
後
で
あ
る
文
政
七
年
に
編
纂

さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
太
皷
谷
本
・
国
立
本
を
含
め
五
点
の
写
本
が
存
在
す
る（

８
）。
国
立

本
に
加
え
て
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
（
神
戸
市
博
本
）・
故
籠
瀬
良
明
氏
所
蔵
本
（
籠
瀬

本
）（

９
）と
も
適
宜
比
較
を
行
う
。

〈
国
立
本
と
の
比
較
〉

①‌�

国
立
本
に
は
な
い
、
本
図
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
囲
み
記

事
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
地
図
凡
例
」
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（【
図
４
】

N3
、【
図
５
】）。
凡
例
は
神
戸
市
博
本
・
籠
瀬
本
に
は
存
在
す
る
が
、
墨
・
朱
の
み
で

描
か
れ
る
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
絵
図
同
様
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

②‌�‌

な
お
、
こ
の
凡
例
の
中
の
、「
海
・
湖
・
川
沼
」
の
色
は
、
染
料
の
藍
で
は
な
く
、
合

成
色
料
と
思
わ
れ
る
青
色
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
の
描
写
で
は
、
海
描
写
は
藍

【図３】『日本国地理測量之図』四方・図郭計測値（瀬戸祐介作成、簡易レーザー測量による）
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【図５】地図凡例（画像は合成による。瀬戸祐介作成）

 　　　地図凡例記号一覧

【図４】太皷谷本・囲み記事の配置

① 図中如此画ク者ハ道路ニシテ、其左右ニ印ヲ付タル者ハ其ノ道路ノ屈曲毎ニ方位
ヲ正シ地位ヲ定メ間数ヲ積リ上タル所ノ印シナリ（中略）

② 図中如此山ノ頂上ニ来円アル者ハ各地ノ宿駅村里及ヒ街道筋ヨリ目当テトナル山
岳ニテ其方位ヲ正シ地位ヲ定テ地図ノ画クノ総括トスル所ノ山岳ナリ（中略）

③ 図傍此印アル者ハ其地ノ経緯度及ヒ東都日本橋ヨリ道路ノ里数幷東都ノ方位ノ記
ス者也、経度ノ数ハ京師ヲ以テ中トシ通路ノ数ノ東都日本橋ヨリ数ヲ起ス

④ 図中此印ナル者ハ宿駅村里岬湊等ニテ北極出地ノ度数ノ測ノ方位ヲ正シ地位ヲ定
ムル所之測所也

⑤ 図中此印アル者ハ国ノ名也
⑥ 図中此印アル者ハ国堺也
⑦ 図中此印アル者各国城郡ノ印シテ其城郡ノ道路ニ跨ル者モ亦跨ル也
⑧ 図中此印道路ニ跨ル者ハ　御関所之印シ也
⑨ 図中此印アル者ハ神社ノ印也
⑩ 図中此印アル者ハ仏閣之因所アル者也
⑪ 図中此印アル者ハ名山大岳ノ名ヲ記ス者也
⑫ 図中此色アル者ハ海湖川沼也
⑬ 図中此印アル者ハ諸舩碇泊スル湊之印也

※‌�「地図凡例」全文を末尾に【付録１】として掲載。実際の描写例は【図 16】
などを参照。
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【表１】太皷谷本囲み記事内容一覧
No. タイトル 内容概略 国立本 籠瀬本
N1 — 題箋「日本国地理測量之図」 あり
N2 題真形分間之図 東都楽水堂主人謹題 あり
N3 地図凡例 凡例・寛政12年12月伊能勘解由・文政7年夏月観巣橋高橋景保識
N4 郡邑島嶼異称 五畿内・東海道の郡・邑・島の異称 あり ④
N5 山岳島嶼岬峠方位 越後・越中・能登・加賀・越前各地から山・岬への方位 あり
N6 南海道郡邑島嶼異称 南海道の郡・邑・島の異称 あり ④
N7 — 全国各地の経度（京都原点） あり ③
N8 — ヲアカン山・メアカン山・シカヘツ山・大島への蝦夷地・陸奥各地からの方位 あり
N9 佐渡国実測 佐渡各地の緯度 あり
N10 北陸道七国二拾六郡 北陸道の郡名書上 あり
N11 — 箱館・エサシ・シラクヒへの陸奥各地からの方位 あり
N12 自奥州三厩至蝦夷地ニシヘツ之里程 三厩～松前～シラヲイ～ニシヘツまでの里程表 あり
N13 — 松前～シレトコ間北回りの里程表 あり
N14 — 松前～アツケシヘツ間南回りの里程表 あり
N15 東都以北及蝦夷地北極出地度方位測量 幸手駅～アレヘツ、原口～ソーヤ間における緯度・江戸からの方位 ①、⑩
N16 蝦夷地嶋嶼測量 ヤンケシリ島ほか蝦夷地附属島嶼の外周長・緯度（北極出地）
N17 箱館湊近海浅深測量 函館周辺海岸絵図。水深を記載
E1 蝦夷地之数 三厩～松前～シラヲイ～ニシヘツまでの里程表　※N12と同じデータ あり
E2 — 蝦夷地各地間の船路里程表 あり
E3 — 三厩～松前～シラヲイ～シラスカまで各地の緯度（ケクチ～シラスカは「消文」） あり
E4 — 武蔵→相模→伊豆→房総→常陸→陸奥→下野→武蔵の里程表　※第二次測量のルート あり ⑧
E5 山岳島岬方位測量 関東・伊豆～三河の各地から山・岬・島への方角※伊豆諸島あり あり
E6 東山道八国　百三十五郡 東山道の郡名書上 あり
E7 — 武蔵→相模→伊豆→房総→常陸→陸奥→下野→武蔵の各地の緯度　※第二次測量のルート あり
E8 — 武蔵→下野→陸奥・出羽→越後→信濃→武蔵の各地の緯度　※第三次測量のルート あり
E9 伊豆国島嶼実測 伊豆諸島各島の外周長と村ごとの緯度 あり
S1 — 武蔵→美濃→近江→越前→越後→佐渡→上野→武蔵の里程表　※第四次測量のルート あり ⑰
S2 山岳嶋岬方位測量 北関東・武蔵・下総・陸奥各地から山・島・岬への方位 あり
S3 — 武蔵→下野→陸奥・出羽→越後→信濃→武蔵の里程表　※第三次測量のルート あり ⑪
S4 山岳嶋岬方位測量 武蔵・下総・相模～尾張、若狭～越中、伊勢の各地から山・島・岬への方位 あり
S5 南海道六ヶ国五十二郡 南海道の郡名書上 あり
S6 — 伊豆・関八州・美濃・陸奥・出羽の各地の緯度 あり ⑯
S7 東海道十五ヶ国一百二十五郡 東海道の郡名書上 あり
S8 — 武蔵→美濃→近江→越前→越後→佐渡→上野→武蔵の各地の緯度　※第四次測量のルート あり
S9 山岳嶋岬方位測量 陸奥・出羽・越後各地から山・島・岬への方位 あり
S10 — 近畿・東海・甲信の各国各地の緯度 あり ⑬
S11 畿内　五ヶ国 畿内5国の郡名書上 あり
S12 山岳島岬方位測量 伊勢・紀伊・畿内各地から山・島・岬への方位
S13 — 淡路・四国の各国各地の緯度 あり ⑭、⑮
S14 山陰道郡邑島嶼異称 山陰道の郡・村・島の異称書上 あり ⑫
S15 山岳島嶼岬峠方位 佐渡・越後各地から山・岬への方位 あり
W1 西海道　九ヶ国九十四郡 九州・壱岐・対馬の郡名書上 あり
W2 郡邑島嶼異称 九州・壱岐・対馬の郡・村・島の異称書上 あり ⑨
W3 — 山陰・山陽・北陸の各国各地の緯度 あり ⑭
W4 山陽道郡邑嶋嶼異称 山陽道の郡・村・島の異称書上 あり
W5 島嶼通計 各国に属する島数書上。通計3784島 あり ⑥
W6 — 九州・壱岐・対馬の各国各地の緯度 あり ⑮
W7 沿海周廻里程 日本列島主要島嶼（伊豆諸島全島含む）の外周長 あり ⑥
W8 山陽道八ヶ国八拾一郡 山陽道の郡名書上 あり
W9 湖沼周廻里程 全国の主要な湖沼の外周長 あり ⑥
※「国立本」「籠瀬本」は各写本に対応するデータの記載があるかを示す。「籠瀬本」の番号は長岡正利論文 p.23 の囲み記事一覧に従う。

■国立本にあり、太皷谷本にない記事

■籠瀬本にあり、国立本・太皷谷本にない記事

タイトル 内容概略 籠瀬本
北陸道郡邑島嶼異称 北陸道の郡・村・島の異称書上
東山道郡邑島嶼異称 東山道の郡・村・島の異称書上 ⑫、⑯
山陰道八箇国四十八郡 山陰道の郡名書上　※石見・隠岐が朱字で訂正・加筆されている

No. タイトル 内容概略
② 自東都道路里程 武蔵・下野・陸奥・蝦夷地各地へ江戸からの里程
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‌�

が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
凡

例
は
あ
と
か
ら
貼
ら
れ
た
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
。

③‌�

次
に
、
分
図
と
し
て
、
国
立
本

や
そ
の
他
の
写
本
に
は
な
い
「
箱

館
湊
近
海
浅
深
測
量
」
が
貼
り
付

け
ら
れ
て
い
る
（【
図
４
】
Ｎ
17
、

【
巻
頭
図
版
・
拡
大
図
】）。
亀
田

半
島
の
当
別
か
ら
恵
山
岬
に
か
け

て
、
細
か
く
地
名
と
水
深
を
記
載

し
て
い
る
。
測
量
線
な
ど
は
見
ら

れ
な
い
。
水
深
記
載
は
、
幕
府
が

各
家
か
ら
提
出
さ
せ
た
「
浅
深
絵

図
」
の
方
式
に
の
っ
と
っ
た
も
の

で
あ
る
。

④‌�

周
囲
の
記
事
に
は
、
全
国
各
地
の

地
名
な
ど
に
加
え
、
伊
能
の
測
量

行
に
お
け
る
里
程
・
経
緯
度
・
山

岳
等
の
方
位
な
ど
実
測
デ
ー
タ
が

書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
【
表
１
】。

そ
の
大
半
は
国
立
本
と
共
通
の
デ

ー
タ
で
あ
る
が
、
前
述
の
浅
深
絵

図
に
加
え
、
蝦
夷
地
の
測
量
記
録（

（1
（

を
記
し
た
も
の
、
蝦
夷
地
の
附
属

島
嶼
の
外
周
長
と
緯
度
を
記
し
た

表
な
ど
、
蝦
夷
地
に
関
係
す
る
情

報
が
多
く
補
わ
れ
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

⑤‌�

太
皷
谷
本
・
国
立
本
で
蝦
夷
地
の
描
画
範
囲
は
概
ね
一
致
し
、
根
室
に
至
る
東
蝦
夷
地

と
、
石
狩
湾
に
至
る
西
蝦
夷
地
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
神
戸
市
博
本
・
籠
瀬
本

で
は
蝦
夷
地
が
描
か
れ
ず
、
蝦
夷
地
関
係
の
囲
み
記
事
も
見
ら
れ
な
い
。

⑥‌�

海
中
に
記
さ
れ
た
「
紀
州
洋
」「
播
磨
灘
」「
遠
江
洋
」
な
ど
海
洋
名
称
に
は
記
号
枠

（

）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
【
図
６
】。
国
立
本
や
そ
の
他
の
写
本
に
は
「
周
防

洋
」「
亥
界
洋
」
な
ど
西
国
の
一
部
海
洋
名
の
記
載
は
あ
る
が
、「
紀
州
洋
」「
播
磨
灘
」

「
遠
江
洋
」
な
ど
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
記
号
枠
が
付
さ
れ
た
例
は
な
い
。

⑦‌�

伊
豆
諸
島
の
各
島
名
に
、
国
名
と
同
様
の
赤
い
枠
が
施
さ
れ
て
い
る
【
図
７
】。
対

馬
・
五
島
や
朝
鮮
国
に
同
様
の
例
が
あ
る
が
、
国
立
本
で
は
伊
豆
諸
島
に
こ
の
よ
う
な

枠
を
描
い
て
い
な
い
。
赤
枠
は
神
戸
市
博
本
で
も
確
認
で
き
る
。

⑧‌�

紙
面
全
体
を
囲
む
図
郭
や
囲
み
記
事
の
枠
は
墨
で
書
か
れ
て
お
り
、
赤
色
で
そ
れ
ら
を

記
入
し
た
国
立
本
や
そ
の
他
写
本
と
異
な
る
。

⑨‌�

紙
面
全
体
の
大
き
さ
が
、
国
立
本
（
東
西
四
四
四
㎝
×
南
北
四
六
七
㎝
）
よ
り
大
き

い
。
一
方
、
紙
面
上
の
経
度
一
度
の
長
さ
は
国
立
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
日

本
列
島
部
分
の
描
写
の
大
き
さ
は
、
国
立
本
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
紙
面

の
大
き
さ
は
、
周
囲
の
囲
み
記
事
の
部
分
が
、
国
立
本
よ
り
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
太
皷
谷
本
は
、
箱
館
や
蝦
夷
地
の
デ
ー
タ
、
諸
島
・
海
洋
に
関
心
が
強

い
描
写
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二　
『
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
図
』（
特
別
社
宝
三
一
号
）

　

全
体
の
大
き
さ
は
東
西
が
二
一
四
．八
～
二
一
六
．六
㎝
、
南
北
が
二
七
二
．四
～
二
七

二
．八
㎝
で
あ
る
【
図
８
】。
一
紙
の
大
き
さ
は
東
西
が
二
六
．四
㎝
、
南
北
が
三
六
．八
㎝
、

一
折
は
東
西
が
約
五
四
㎝
、
南
北
が
約
四
五
㎝
で
あ
る
。

　

黄
色
、
緑
色
、
合
成
色
料
の
可
能
性
が
あ
る
薄
紫
色
、
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
桃
色
、
紫

色
。
青
色
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
海
は
染
料
の
藍
と
思
わ
れ
る
青
色
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
顔
料
の
朱
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
赤
色
は
、
望
視
線
・
測
路
・
国
境
境
界
杭
・
天

測
等
を
あ
ら
わ
す
ス
タ
ン
プ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
望
視
線
に
は
掠
れ
が
認
め
ら
れ

【図７】伊豆諸島周辺拡大 【図６】『日本国地理測量之図』播磨灘付近拡大
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【図８】『東三十三国沿海測量図』四方計測値（瀬戸祐介作成、簡易レーザ測量による）

【図11】『東三十三国沿海測量図』太皷谷本測地線

【図12】蝦夷地における「不測量」の記載（太皷谷本）

【図９】『東三十三国沿海測量図』太皷谷本・蝦夷地周辺拡大

【図10】『東三十三国沿海測量図』国立本・蝦夷地周辺拡大
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【図13】『従江都至東海蝦夷針路之図』寸法とコンパスローズの距離（瀬戸祐介作成）

【図15】『品川から宮古に至る図』
　　　　（枠内は神、2017年p.66より引用）

【図14】三陸沖のコンパスローズの配置
　　　　中央の木枠は展示ケースのもの。
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線
が
放
射
状
に
伸
ば
さ
れ
る
と
い
う
、
ポ
ル
ト
ラ
ー
ノ
海
図
を
思
わ
せ
る
描
写
が
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
四
つ
の
ロ
ー
ズ
の
う
ち
、
三
つ
は
一
直
線
上
に
配
置
さ
れ
、
の
こ
る

一
つ
は
そ
の
直
線
を
延
ば
し
た
線
に
九
〇
度
直
行
す
る
位
置
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
と

き
の
航
海
し
た
軌
跡
を
記
し
た
『
品
川
か
ら
宮
古
に
至
る
図
』（
日
本
学
士
院
蔵
。【
図
15
】）

か
ら
み
て
、
ロ
ー
ズ
が
実
測
点
を
示
す
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
神
英
雄
氏
は
、
こ
の

ロ
ー
ズ
に
つ
い
て
「
装
飾
用
と
思
わ
れ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
（
神
、
六
四
頁
）。

　

な
お
、
図
面
余
白
の
記
事
（
末
尾
【
付
録
２
】
を
参
照
）
に
は
品
川
か
ら
「
第
一
之

針
」
～
「
第
四
之
針
」（
前
述
の
ロ
ー
ズ
を
指
す
も
の
か
）
を
経
て
「
蝦
夷
悪
消
」（
ア
ッ

ケ
シ
）
ま
で
の
里
程
、
相
州
浦
賀
か
ら
奥
州
の
各
浦
・
悪
消
浦
の
緯
度
、
ア
ッ
ケ
シ
か

ら
箱
館
ま
で
各
地
の
緯
度
と
い
っ
た
、
堀
田
が
測
量
行
で
得
た
デ
ー
タ
が
記
さ
れ
て
い

る
。
共
に
記
さ
れ
て
い
る
序
文
に
は
「
欽
製
海
陸
之
図
恭
供　

台
覧
、
別
製
一
図
私
蔵

之
」・「
寛
政
十
一
巳
未
歳
十
一
月　

石
見
津
和
野
藩
臣
堀
田
泉
尹
謹
撰　

門
人
木
村
一
綱

謹
図
」
と
あ
り
、
帰
府
直
後
に
門
人
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
幕
府
上
呈
図
の
控
え
が
本
図

で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

　

本
稿
は
、
杉
本
史
子
が
代
表
を
務
め
る
二
〇
一
九
年
度　

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
附
属
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー　

海
洋
教
育
基
盤
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
海
洋
学
）

「
海
洋
知
の
再
編
と
日
本
社
会
」（
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
）
お
よ
びJSPS

科
研
費

17K
03094

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
の
所
在
を
含
め
、
横
山
伊
徳
氏
か
ら
貴
重
な
ご
教
示

を
い
た
だ
き
、
ま
た
太
皷
谷
稲
成
神
社
宮
司 

角
河
和
幸
様
、
同
社
権
禰
宜 

長
谷
部
有

哉
様
、
津
和
野
町
教
育
委
員
会 

小
杉
紗
友
美
様
か
ら
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）
本
図
に
関
す
る
報
告
に
は
渡
辺
一
郎
「
太
皷
谷
稲
成
神
社
（
津
和
野
）
蔵　

日
本
地
理
測
量

之
図
」（『
季
刊　

伊
能
忠
敬
研
究
』
八
号
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
伊
能
図
と
し
て
の
位
置

づ
け
は
『
伊
能
図
大
全
』
第
六
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
渡
辺
一
郎
「
伊

能
図
の
発
見
史
」・
鈴
木
純
子
「
伊
能
図
の
内
容
と
構
成
」
を
参
照
。

る
。
紙
継
は
二
㎜
幅
で
精
巧
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
『
東
三
十
三
国
沿
海
測
量
之
図
』
あ
る
い
は
『
日
本
東
半
部
沿
海
地
図
』
と
し
て
知
ら

れ
る
伊
能
図
は
、
第
四
次
測
量
終
了
時
点
の
成
果
を
ま
と
め
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

に
上
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
伊
能
図
の
中
で
も
写
本
が
多
く
残
る
と
い
う（

（1
（

。
た
だ
し
太
皷
谷

本
・
国
立
本
の
み
が
「
小
図
」
の
半
分
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
「
特
別
小
図
」
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
『
日
本
国
地
理
測
量
之
図
』
と
セ
ッ
ト
で
伝
来
す
る
点
で
他
の
写
本
と
一

線
を
画
す
。

〈
国
立
本
と
の
違
い
〉

①‌�

国
立
本
と
の
大
き
な
違
い
は
、
北
海
道
の
形
状
が
、
納
沙
布
岬
ま
で
描
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
（
国
立
本
は
襟
裳
岬
付
近
ま
で
）（

（1
（

【
図
９
】【
図
10
】。
国
立
本
で
は
、
望
視

線
の
基
準
点
が
海
中
に
な
っ
て
い
る
点
も
、
測
量
の
実
態
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

②‌�

国
立
本
に
は
な
い
、
赤
色
の
測
路
線
が
墨
線
の
う
え
に
引
か
れ
て
い
る
。
写
し
の
際
の

針
穴
は
認
め
ら
れ
な
い
【
図
11
】。

③‌�

国
立
本
に
は
な
い
、「
不
測
量
」
の
記
載
が
あ
る
（
た
と
え
ば
亀
田
半
島
鷲
木
～
亀
田

間（
（1
（

）【
図
12
】。

以
上
か
ら
、
太
皷
谷
本
は
、
国
立
本
に
比
べ
、
文
化
元
年
上
呈
原
図
の
よ
り
正
確
な
写
し

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三　
『
従
江
都
至
東
海
蝦
夷
針
路
之
図
』

　

今
回
は
、
展
示
ケ
ー
ス
越
し
に
、
予
備
的
目
視
調
査
を
行
っ
た
【
図
13
】。

　

本
図
に
つ
い
て
は
神
英
雄
「
地
理
学
者
堀
田
仁
助
と
西
洋
式
地
図
」（

（1
（

が
詳
し
く
、
他
に

秋
月
俊
幸
氏
・
高
木
崇
世
芝
氏（

（1
（

が
蝦
夷
地
測
量
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
る（
（1
（

。

　

本
図
は
、
品
川
付
近
が
欠
損
し
て
お
り
、
本
来
は
、
品
川
か
ら
「
蝦
夷
」
ま
で
を
描
い

た
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
海
岸
線
は
、
岩
礁
か
砂
地
か
な
ど
、
状
況
に
よ
っ
て
塗
り

分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
部
（
陸
奥
国
久
慈
湾
～
三
沢
付
近
）
は
雲
で
海
岸
線
を
隠
し

た
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
紙
質
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
の
目
視
で
は
、
雁
皮
紙
に
似
る
。

　

海
上
に
は
、
四
つ
の
コ
ン
パ
ス
ロ
ー
ズ
が
配
置
さ
れ
【
図
14
】、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
方
位
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（
２
）
以
上
、
秋
月
俊
幸
『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九

九
九
年
）

（
３
）
神
英
雄
「
地
理
学
者
堀
田
仁
助
と
西
洋
式
地
図
」（『
島
根
地
理
学
会
誌
』
五
〇
号
、
二
〇
一

七
年
）

（
４
）
前
掲
秋
月
書
。

（
５
）
献
上
後
は
藩
校
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
旧
藩
主
亀
井

家
よ
り
神
社
に
奉
納
さ
れ
現
在
に
至
る
（
権
禰
宜
長
谷
部
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

（
６
）
請
求
番
号
：
特
〇
七
九

−

〇
〇
〇
一
。
内
閣
文
庫
蔵
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
と
さ
れ
る
。
本
図

に
つ
い
て
は
渡
辺
一
郎
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

特
別
小
図
（
皇
国
全
図
）」（『
伊
能
忠

敬
研
究
』
一
一
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
７
）
権
禰
宜
長
谷
部
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
神
社
側
に
は
修
復
等
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、

絵
図
の
原
状
や
元
表
紙
取
り
外
し
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

（
８
）
前
掲
鈴
木
純
子
「
伊
能
図
の
内
容
と
構
成
」

（
９
）
籠
瀬
本
は
、
本
来
黒
田
家
家
臣
某
家
に
伝
来
し
、
古
書
店
を
経
て
鮎
沢
信
太
郎
氏
が
入
手
、

籠
瀬
良
明
氏
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
長
岡
正
利
「
伊
能
図
特
別
小
図
「
日
本
國

地
理
測
量
之
圖
」
に
つ
い
て
」『
地
図
』
三
七
巻
二
号
、
一
九
九
九
年
）。
神
戸
市
博
本
は
、
一

九
八
六
年
に
同
博
が
収
集
し
た
も
の
で
、
伝
来
経
緯
は
不
明
。
他
写
本
の
二
倍
の
面
積
が
あ
る

（
三
好
唯
義
「
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
伊
能
図
に
つ
い
て
」（『
地
図
』
三
四
巻
二
号
、
一
九
九

六
年
）。
籠
瀬
本
に
つ
い
て
は
、
保
柳
睦
美
「
伊
能
特
殊
小
図
と
特
殊
中
図
」（『
東
北
地
理
』
二

三
巻
四
号
、
一
九
七
一
年
）、
神
戸
市
博
本
に
つ
い
て
は
赤
城
康
司
「『
伊
能
図
』
に
関
す
る
若

干
の
考
察
」（『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
〇
号
、
一
九
九
三
年
）
も
参
照
。
両
図
は
そ

れ
ぞ
れ
伊
能
図
研
究
会
編
『
忠
敬
と
伊
能
図
』（
現
代
書
館
、
一
九
九
八
年
）・
神
戸
市
立
博
物

館
編
『
古
地
図
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
神
戸
市
体
育
協
会
、
一
九
九
四
年
）
掲
載
図
版
を
確
認
し
た
。

（
10
）
三
厩
か
ら
松
前
・
ア
ツ
ケ
シ
を
へ
て
ア
レ
ヘ
ツ
（
ア
ン
ネ
ヘ
ツ
〔
姉
別
〕
か
）
に
至
る
東
蝦

夷
地
の
伊
能
の
第
一
次
測
量
時
の
デ
ー
タ
（
緯
度
・
江
戸
か
ら
の
方
位
）
に
加
え
、
松
前
か
ら

ソ
ー
ヤ
に
至
る
西
蝦
夷
地
の
デ
ー
タ
（
同
）
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
伊
能
は
西
蝦
夷
地
に
赴
い

て
い
な
い
た
め
、
間
宮
林
蔵
な
ど
の
測
量
結
果
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
前
掲
渡
辺
一
郎
「
伊
能
図
の
発
見
史
」・
鈴
木
純
子
「
伊
能
図
の
内
容
と
構
成
」。
今
回
は

国
立
本
以
外
に
「
小
図
」
に
分
類
さ
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
中
川
忠
英
旧
蔵
本
（
中
川

本
、
永
続
的
識
別
子info:ndljp/pid/1286205

）・
同
館
所
蔵
堀
田
正
敦
旧
蔵
本
（
堀
田
本
、

info:ndljp/pid/1286177

）・
神
戸
市
博
所
蔵
佐
野
常
民
旧
蔵
本
（
神
戸
市
博
本
、
前
掲
『
忠
敬

と
伊
能
図
』
所
収
）
も
参
照
し
た
。

（
12
）
中
川
本
・
堀
田
本
・
神
戸
市
博
本
の
い
ず
れ
も
納
沙
布
岬
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

（
13
）
中
川
本
・
堀
田
本
・
神
戸
市
博
本
の
い
ず
れ
に
も
「
不
測
量
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
14
）
前
掲
注
３
。

（
15
）
前
掲
注
２
秋
月
書
・
高
木
崇
世
芝
『
近
世
日
本
の
北
方
図
研
究
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
一
年
）

（
16
）
本
図
は
高
倉
新
一
郎
『
北
海
道
古
地
図
集
成
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七

年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
堀
田
の
蝦
夷
地
行
に
つ
い
て
は
前
掲
神
論
文
お
よ
び
岡
宏
三

「
史
料
紹
介
「
蝦
夷
地
開
発
記
」
と
堀
田
仁
助
の
由
緒
書
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
七
号
、
二
〇

〇
九
年
）
も
参
照
。

（
菊
地
智
博
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｒ
Ａ
）

（
佐
藤
賢
一
：
電
気
通
信
大
学
教
授
）

（
瀨
戸
祐
介
：
コ
ン
テ
ン
ツ
株
式
会
社
〈
当
時
〉）【図16】『日本国地理測量之図』太皷谷本・津和野周辺拡大
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【付録１】『日本国地理測量之図』地図凡例全文 【付録２】『従江都至東海蝦夷針路之図』余白記事内容

地図凡例
（黒横線）
図傍東西ニ此黒系ヲ引ク者ハ北極出地之緯度各一度ヲ差フ毎ニ此黒系ノ引ク者
也、周天ノ三百六十度トシ一度ヲ六十分トス、其距里ノ数ニ至リテハ古来一定ナ
ラズ、或ハ二十九里ニシテ一度ヲ差フトシ或ハ三十里ニシテ一度ヲ差フトシ、其
説紛 タリ、庚申ノ年豆州ヨリ蝦夷地至リ南北数百里ノ地ヲ分間シ実地力ヲ用ユ
ルニ因テ弥々以テ二十八里七町二十二間トイシテ一度ヲ差フノ密数ヲ得タリ、依
テ地図ヲ画クニ距里ノ数皆二十八里七町廿二間ニテ一度ヲ差フトス
（黒縦線）
図傍南北ニ此黒系ヲ引ク者ハ東西ノ経度一度ヲ差フ毎ニ南北ニ此黒系統ヲ引ク者
ナリ、京師ヲ以テ経度ノ中トシ東西経度ヲ定ムルナリ、其理程ノ数北極出地面ト
同シカラズ北極出地面子［破損］地ニテハ経度ノ里程二十三里一分ニ相当［破
損］極出［破損］四度ノ地ニ［破損］也、此［破損］テ推算ヘシ
（印のついた黒折れ線）	 【図５】一覧 ①
図中如此画ク者ハ道路ニシテ、其左右ニ印ヲ付タル者ハ其ノ道路ノ屈曲毎ニ方位
ヲ正シ地位ヲ定メ間数ヲ積リ上タル所ノ印シナリ、里程ノ数回尺六尺ヲ以テ一間
トシ六十間ヲ一町トシ三十六町ヲ以テ一里トス、此図ニテ道路ノ遠近ヲ求ルニハ
其画ク所ノ道筋ニ屈回ニ随ヒ糸ヲ配リ、回尺三分以テ一里ノ割合ニテ積ル時ハ彼
ノ地ヨリ此地迄ノ里数何十何里何十何町ト其遠近ノ里数ヲ得ヘシ、　又嶋嶼湖沼
ノ周廻里数ヲ求ムルニハ其画ク所ノ海辺ノ廻リ湖水ノ廻リニ糸配リ引延シテ、是
又曲尺三分一里ノ割分ニテ積ル時ハ其嶋嶼湖沼ノ周廻何里何十何町ト申ス里数ヲ
得ヘシ
（頂上に赤点のある山の絵）	 【図５】一覧 ②
図中如此山ノ頂上ニ来円アル者ハ各地ノ宿駅村里及ヒ街道筋ヨリ目当テトナル山
岳ニテ其方位ヲ正シ地位ヲ定テ地図ノ画クノ総括トスル所ノ山岳ナリ、島嶼山岳
ノ方位ハ一支ヲ十分トシ十二ニテ一百二十分トス、又遠境ノ方位ハ一支ヲ三十分
トシ十二支ニテ三百六十分トス
（赤い三角形）	 【図５】一覧 ③
図傍此印アル者ハ其地ノ経緯度及ヒ東都日本橋ヨリ道路ノ里数幷東都ノ方位ノ記
ス者也、経度ノ数ハ京師ヲ以テ中トシ通路ノ数ノ東都日本橋ヨリ数ヲ起ス
（五つの線が出た赤丸）	 【図５】一覧 ④
図中此印ナル者ハ宿駅村里岬湊等ニテ北極出地ノ度数ノ測ノ方位ヲ正シ地位ヲ定
ムル所之測所也
（赤い縦長枠）	 【図５】一覧 ⑤
図中此印アル者ハ国ノ名也
（黒点線）	 【図５】一覧 ⑥
図中此印アル者ハ国堺也
（赤い小枠）	 【図５】一覧 ⑦
図中此印アル者各国城郡ノ印シテ其城郡ノ道路ニ跨ル者モ亦跨ル也
（赤い門の印）	 【図５】一覧 ⑧
図中此印道路ニ跨ル者ハ　御関所之印シ也
（赤い鳥居印）	 【図５】一覧 ⑨
図中此印アル者ハ神社ノ印也
（赤い中空三角形）	 【図５】一覧 ⑩
図中此印アル者ハ仏閣之因所アル者也
（黄色い五角形）	 【図５】一覧 ⑪
図中此印アル者ハ名山大岳ノ名ヲ記ス者也
（青い四角形）	 【図５】一覧 ⑫
図中此色アル者ハ海湖川沼也
（船の印）	 【図５】一覧 ⑬
図中此印アル者ハ諸舩碇泊スル湊之印也
右北極出地度用象限儀撰測恒星中之大星以定焉若夫方位者用小地平経儀里程則類
型歩数而得之共非據本方者則所得雖亦未能精密而於方位遠近之量或有足以知其梗
者云爾

　寛政十二年庚申十二月　伊能勘解由謹図

世之言地勢者率不原於天象鮮有可據者矣故属官伊能氏取上実測図書上応星緯下画
地勢密緻詳悉蓋草尚焉唯以其事頗広博不便検閲因撮其要之大者録之為一図子図即
既有縮者在取而併観則地勢之可知也

　文政七甲申夏月　　観巣橋高橋景保識

　　従江都至東海蝦夷地針路之図
　　幷北極出地度
周天三百六十度毎度六十分
緯線一度凡三十［抹消］未能実測

用旧法

　針路
従品川浦発針至第一之針里程凡五十四里
従第一針至第二針里程凡百三十五里
従第二針至第三針里程凡六十五里
従第三針至第四針里程凡六十六里
従第四針至蝦夷悪消里程凡十八里
　惣計凡三百三十八里

従第一針至第四針里程凡二百三十七里
　但従品川一四針路至
　蝦夷悪消湊直里程　凡三百九里
従第二針至第四針里程凡百十一里
　但従品川一二四針
　路至蝦夷悪消里程凡三百十八里

　　北極出地
相州浦賀浦　　　　　　凡三十五度十七分
奥州東南浦　　　　　　凡三十八度二十五分
同　小竹浦　　　　　　凡三十八度三十九分
同　小渕浦　　　　　　凡三十八度三十五分
南部釜石浦　　　　　　凡三十九度三十分
同　鍬﨑浦　　　　　　凡三十九度四十五分
蝦夷悪消浦　　　　　　凡四十三度二十二分
　　右用象限儀測之
蝦夷コンブムイ　　　　凡四十三度十二分
同　クスリ　　　　　　凡四十三度七分
同　シラヌカ　　　　　凡四十二度五十一分
同　ビロウ　　　　　　凡四十二度二十一分
同　シヤマニ　　　　　凡四十二度十二分
同　ウラカハ　　　　　凡四十二度二十三分
同　ミツイシ　　　　　凡四十二度三十一分
同　シラヲイ　　　　　凡四十二度五十九分
同　アフタ　　　　　　凡四十二度四十九分
同　サハラ　　　　　　凡四十二度三十五分
同　ヱサシ　　　　　　凡四十二度十分
同　箱館　　　　　　　凡四十二度八分
　　　右用イスタラビ測之

　　謹蒙
台命赴蝦夷悪消浦其要也記海路所
　　経之遠近舟船所向之方角与各
　　地里度之異以欲便後来也帰次
　　取路海浜陸行六十日程総是沙
　　漠不毛之地海岸処々結穹盧无
　　寝食而已欽製海陸之図恭供
台覧別製一図私蔵之其所乗船為海
　　路険難新造之名神風実非
台命之辱与神力之加護万里波涛万
　　能全身而帰矣嗟乎船名神風者
　　宜哉

　　　寛政十一巳未歳十一月
　　　　　　　　　石見津和野藩臣堀田泉尹謹撰
　　　　　　　　　　　　　　門人木村一綱謹図　


